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● 火災・救急・救助概要
● 春季全国火災予防運動・感謝状
　 贈呈式
● 沖永良部与論地区広域事務組合議会
● 防火ポスターコンクール審査結果
● 分遣所だより
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金賞　知名小５年　水枝谷　美月さん
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　毎年３月１日から７日まで、全国一斉に春の全国火災予防運動が実施され
ます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の
一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の
発生を減少させるとともに､財産の損失を防ぐことを目的としています。

令和元年中の住宅火災件数は、総出火件数は３割ですが、住宅火災による
死者数は総死者数の約７割をしめています。

令和３年
春の全国火災予防運動

火災死者の約７割は住宅で発生!

感 謝 状 贈 呈 式

沖永良部
与論地区管内	 79％

住宅火災
1,000
67.3%

住宅火災
10,784
28.6%

死者数
1,486人

出火件数
37,683件

建物以外の火災
289
19.4%

建物以外の火災
16,680
44.3%

住宅以外の建物火災
197
13.3%

住宅以外の建物火災
10,219
27.1%

住宅が約3割 住宅が約7割

住宅火災
1,000
67.3%

住宅火災
10,784
28.6%

死者数
1,486人

出火件数
37,683件

建物以外の火災
289
19.4%

建物以外の火災
16,680
44.3%

住宅以外の建物火災
197
13.3%

住宅以外の建物火災
10,219
27.1%

住宅が約3割 住宅が約7割

原野火災から人命救助を行った市來 真吾さんの勇気ある行動に感謝を込めて感謝状を贈呈しました。
「火入れを行う際は、消防署に届けると伴に消火の準備をし、1人では絶対に行わないようにしま
しょう。」
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【議案一覧】

【議案一覧】

令和２年沖永良部与論地区広域事務組合議会 第２回臨時会が開催されました。

令和２年沖永良部与論地区広域事務組合議会 第２回定例会が開催されました。

令和2年９月16日　水曜日　午後３時30分　開議　消防本部１階・会議室

令和2年12月22日　火曜日　午後３時30分　開議　消防本部１階・会議室
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防火ポスターコンクール 〜沖永良部管内〜
　家庭や学校における火災予防思想の普及を図るため、「防火ポスターコンクール」を実
施しました。管内の小中学校に防火ポスターを募集したところ、小学校の部362点、中学
校の部221点の応募がありました。厳正な審査により優秀作品104点を選出しました。

区　分 １年 ２年 ３年

金　賞 西 　 　 彩 愛 （内） 米 丸 　 さ く ら （国） 田 中 　 百 合 南 （田）

銀　賞
池 田 　 來 叶 （国） 位 田 　 光 志 （内） 中 村 　 祈 典 （下）

田 中 　 千 紗 （田） 松 本 　 夢 翔 （田） 新 山 　 斗 士 樹 （知）

銅　賞

中 野 　 翔 愛 （住） 中 山 　 百 合 愛 （住） 前 田 　 莉 歩 （内）

坂 本 　 安 慈 （住） 稲 江 　 鈴 （上） 深 田 　 翔 真 （知）

佐 々 木 　 彪 雅 （国） 朝 戸 　 大 智 （和） 堀 江 　 勇 人 （和）

入　選

渡 邊 　 あ い （住） 榮 　 壬 華 月 （住） 武 元 　 和 （住）

島 　 愛 名 美 （下） 宗 岡 　 さ く ら （知） 勝 間 　 萌 奈 （下）

中 田 　 恵 大 （国） 柏 原 　 優 太 （田） 川 間 　 麗 乃 （国）

新 屋 　 智 仁 （国） 根 釜 　 羅 人 （田） 中 田 　 隆 喜 （国）

西 薗 　 光 琉 （知） 牟 田 　 舞 音 （和） 船 岩 　 優 里 （国）

福 留 　 一 真 （田） 葉 棚 　 あ い か （国）

市 來 　 夕 波 （知）

区　分 ４年 ５年 ６年

金　賞 村 山 　 優 衣 （田） 水 枝 谷 　 美 月 （知） 川 添 　 瑠 偉 （和）

銀　賞
稲 江 　 凛 之 助 （上） 福 元 　 悠 月 （内） 荒 田 　 京 子 （上）

西 田 　 龍 樹 （上） 石 上 　 梨 々 乃 （上） 市 來 　 環 （和）

銅　賞

宮 田 　 和 心 水 （和） 福 井 　 梨 央 奈 （住） 勝 部 　 し い な （内）

北 野 　 海 真 （国） 森 元 　 柚 葵 （国） 今 井 　 響 （国）

新 留 　 来 愛 （知） 堀 江 　 勇 飛 （和） 伊 井 　 綾 音 （知）

入　選

奥 山 　 結 羽 （住） 柳 谷 　 苺 奈 （下） 大 津 　 拓 夢 （住）

宗 　 優 月 （内） 森 　 碧 美 （上） 塩 入 　 夏 葵 （内）

西 薗 　 俊 （知） 堀 田 　 和 孟 （国） 稲 江 　 琥 太 郎 （上）

德 田 　 英 彰 （和） 速 水 　 美 菜 （国） 渡 邊 　 湖 々 （知）

西 田 　 加 那 子 （知） 春 日 　 梓 杏 （田）

根 釜 　 龍 （田） 平 　 　 翔 生 （和）

市 來 　 陽 （和）

※（和）和泊小学校（大）大城小学校（内）内城小学校（知）知名小学校（住）住吉小学校（田）田皆小学校
　（上）上城小学校（下）下平川小学校（国）国頭小学校

入賞作品（小学校の部）	学校賞／上城小学校
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入賞作品（中学校の部）	学校賞／知名中学校
区　分 １学年 ２学年 ３学年

金　賞 桂　　　幸　花 （城中） 朝　尾　菜々実 （田中） 荘　園　月　那 （知中）

銀　賞
熟　山　智奈都 （和中） 高　山　七　海 （知中） 新　村　拓　真 （知中）

東　　　あまね （和中） 本　部　しおり （和中） 中　村　遥　人 （知中）

銅　賞

武　元　結　愛 （田中） 川　畑　　　桜 （田中） 盛　山　永　海 （知中）

橋　口　颯大郎 （知中） 南　山　愛　弥 （知中） 元　榮　花　奈 （知中）

平　安　　　雅 （知中） 森　田　聖　人 （和中） 平　　　琉　菜 （知中）

入　選

福　　　龍太郎 （田中） 市　来　夏　也 （城中）

森　田　真　央 （知中） 中　山　優　子 （知中）

平　安　　　優 （知中） 渡　辺　音　愛 （知中）

速　水　わかな （和中） 名　越　美　翔 （和中）

亘　　　星　羅 （和中） 西　　　萌々夏 （和中）

寺　原　　　優 （和中） 東　　　ことみ （和中）

松　村　哲　平 （和中）

伊集院　睦　希 （和中）

森　　　香奈太 （和中）

中学校の部　金賞作品

小学校の部　金賞作品

城ヶ丘中１年　桂　幸花さん

内城小１年
西　彩愛さん

知名小５年
水枝谷 美月さん

国頭小２年
米丸 さくらさん

田皆小４年
村山　優衣さん

田皆小３年
田中 百合南さん

和泊小６年
川添　瑠偉さん

田皆中２年　朝尾 菜々実さん 知名中３年　荘園　月那さん

※（和中）和泊中学校（城中）城ケ丘中学校（知中）知名中学校（田中）田皆中学校
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入賞作品（小学校の部）	

区　分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年

金　賞 池田優三郎(那) 川畑太伊駕(茶) 登坂　鶴冶(与) 川畑　慶将(茶) 登坂　音風(与) 本　帆乃夏(那)

銀　賞
沖　　　優(那) 谷山優美花(那) 竹岡　壱織(与) 仲田　蒼生(与) 南　　杷蕗(茶) 福　心結奈(那)

川畑　陽祐(茶) 久永　陸空(与) 杉　健太郎(与) 基　　尚瑚(与) 小野瀬優希(茶) 田畑　まや(那)

銅　賞

山下　陽大(那) 池田　なつ(那) 池田桧乙莉(那) 椛山　颯太(与) 遠山　和摩(茶) 山下海七斗(那)

吉田　菜音(与) 重久　道治(与) 国料　咲希(茶) 町　　歩美(那) 山下　奈緒(那)

村田　詩織(茶) 内野　佳郎(与) 町　　愛花(与) 白石　舜弥(茶) 原田　俊佑(那)

入　選
登坂　心環(与) 盛　　璃音(与) 高杉　彩香(茶)

山下　雷斗(与) 佐藤　匠真(茶)

入賞作品（中学校の部）	

区　分 １学年 ２学年

金　賞 岡本　一莉 南　　咲那

銀　賞
吉田　芽生 児玉莉り子

小野瀬遙菜 宮下　瑚遥

銅　賞

重　ひなの 原田　雅之

沖　　寧音 栁澤　紗彩

西田　明乃 川畑日藍子

入　選

平田　涼華 吉田　朱里

片岡　　渚 西田　陽華

原田　莉緒 山崎　　彩

松井　美海

学校賞／那間小学校
那間小学校　38点、与論小学校　37点、茶花小学校　30点

中学校の部　金賞作品

小学校の部　金賞作品

那間小１年
池田 優三郎さん

茶花小４年
川畑　慶将さん

与論小３年
登坂　鶴冶さん

那間小６年
本　帆乃夏さん

茶花小２年
川畑 太伊駕さん

与論小５年
登坂　音風さん

分 遣 所 だ よ り 防火ポスターコンクール

※（茶）茶花小学校（与）与論小学校（那）那間小学校

小・中学生が火災予防についての意見や考え方を自由な発想でイメージし絵画として表現することで正しい火の
取り扱いを考えながら、家庭や学校における火災予防思想の普及を図るため、「防火ポスターコンクール」を実
施しました。与論島内の３小学校から１０５点、与論中学校から１０３点の応募がありました。厳選な審査によ
り優秀作品５８点を選出しました。

与論中１年
岡本　一莉さん

与論中２年
南　　咲那さん
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本号に関するご意見ご要望又は，消防に関する相談など
がありましたら消防署・分遣所へお寄せください。

メールアドレス　okiyo-shoubou@vega.ocn.ne.jp（消防署）

メールアドレス　yoronshoubou@aioros.ocn.ne.jp（分遣所）

沖永良部消防署　TEL 93-0119  FAX 93-5184

与 論 分 遣 所　TEL 97-0119  FAX 97-2811

ホームページ　http://okiyofd.dip.jp

分
遣
所
だ
よ
り
　令和３年１月27日に与論分遣所の新しい消防車両（消防ポンプ付き救助工作車）が納車されました。車両の
内装から仕様、資機材まで一年以上検討して、少人数でも消防活動を行いやすくするため、最新の装備や地域
の特性に合った新しい器材などが導入されています。
　車両の側面には与論島の形と言われているクジラをモチーフとしたデザイン、車両後方には十五夜踊りに用
いられる朝伊名（アサイナ）のイラストを描いています。

　多種多様な災害に対応できる、この消防車両（消防ポンプ付き救助工作車）を最大限に活かして、皆様の安
全・安心のため消防任務を遂行していきたいと思います。今後の消防だよりにて、消防車両の最新の資機材や
装備を紹介していきたいと思います！


